
教  科 
 科目 電気工学概論 （選択） 

授業時数 ２ 単位 

工業（電気） 履修学年 ２ 学年 

 

目 標 
１．電気に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

２．習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

 

学習内容 

１学期 20 時間 時間数 ２学期 30 時間 時間数 ３学期 20 時間 時間数 

１．直流回路 

直流回路、電力 

定電圧源、定電流源 

２．交流回路 

交流回路の波形と瞬時値 

20 ２．交流回路 

単相交流の直並列回路 

ベクトルを使った回路計算 

３．静電気 

静電力、電界の強さ、電荷、電位 

合成静電容量、コンデンサ回路 

30 ４．磁気 

磁界の強さ、電磁力、電磁誘導 

５．配電理論 

線路電圧降下、電力損失 

20 

 

教材  授業の進め方 

ＴＡＣ出版 「電験三種理論 教科書＆問

題集」 

自主作成プリント 「第一種電気工事士筆

記試験」 

電気技術者試験センター 「第一種電気工

事士筆記試験」過去問題 

 電気現象やそれらの量的な取扱い方の視点から捉え、電気保全と相互に関連付

けて考察し、実践的な学習活動を行う。電気現象やそれらの量的な取扱い方、

電気的諸量の相互関係とそれらを式の変形や計算により処理する方法などを

理解するために、実際に活用できる技術を身に付けるように実践的な学習活動

を行う。教室での授業であるが、できるだけ資料などを通して、視覚的に理解

できるように進める。各定期試験を通して定着を測る。第一種電気工事士筆記

試験の電気理論 配線設計分野、電験三種理論に相当する範囲を学習し、合格

を目指す。 

 

身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識 技術 思考力 判断力 表現力 主体的に取り組む態度 

評価基準 活用できる 

（できる） 

電気現象を量的に取り扱う方

法、電気的諸量の相互関係につ

いて原理 法則を理解し、活用

できる力を身につけている。 

変化に対する結果を電気に関す

る知識と技術を活用して考察

し、導き出した考えを的確に表

現することができる。 

基本的な電気現象と、その現象

が数式により表現できることに

関心をもち、意欲的に学習に取

り組んでいる。 

習得する 

（わかる） 

基本的な電気現象、電気現象を

量的に取り扱う方法について知

識と技術を身につけている。 

基本的な電気現象の意味を考

え、知識と技術を活用すること

ができる。 

基本的な電気現象の理解に関心

をもち意欲的に学習に取り組ん

でいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

単元別評価規準 

１．直流回路 

評価の観点 知識 技術 思考力 判断力 表現力 主体的に取り組む態度 

評
価
規
準 

活用できる 

（できる） 

 抵抗の直列、並列回路計算を理

解し、計算することができる。 

 キルヒホッフの法則、テブナンの

定理、重ね合わせの定理を理解

し、活用できる。 

 電力と電力量の関係などについ

て理解し、計算で求めることができ

る。 

 定電圧源、定電流源の関係など

について理解し、計算できる。 

 直列 並列回路の合成抵抗、電

圧、電流を求めることができる。キ

ルヒホッフの法則、テブナンの定

理、重ね合わせの定理について説

明することができ、活用できる。 

 電力と電力量の関係などを理解

し、考察し説明することができる。 

 定電圧源、定電流源の関係など

を理解し、考察し説明することがで

きる。 

 キルヒホッフの法則などの各法則に

ついて、理解を深めようと主体的に

学習に取り組んでいる。 

 電力と電力量に、理解を深めようと

主体的に学習に取り組んでいる。 

 定電圧源、定電流源について、理

解を深めようと主体的に学習に取り

組んでいる。 

習得する 

（わかる） 

 抵抗の直列、並列回路計算を理

解し、計算することができる。キルヒ

ホッフの法則、テブナンの定理、重

ね合わせの定理を理解できる。 

電力と電力量の関係などについて

理解している。 

 直列 並列回路の電圧、電流な

どを求めることができる。キルヒホッ

フの法則、テブナンの定理、重ね

合わせの定理について説明でき

る。 

 電力と電力量の関係などについ

て説明することができる。 

 キルヒホッフの法則などの各法則に

ついて、理解を深めようと学習に取り

組んでいる。 

 電力と電力量に、理解を深めようと

学習に取り組んでいる。 

 

２．交流回路 

評価の観点 知識 技術 思考力 判断力 表現力 主体的に取り組む態度 

評
価
規
準 

活用できる 

（できる） 

 正弦波交流の瞬時値、実効値 

平均値、位相について理解し、ベ

クトルで描くことができる。 

 ＲＬＣ回路、直列および並列回路

の働きを理解し、電圧、電流の関

係をベクトルで表すことができる。 

 皮相電力、有効電力、無効電力

の概念とそれらの関係を理解し、

値を求めることができる。 

 直列、並列回路における電圧と

電流の複素数による表し方を理解

し、それらの関係をベクトルで表

し、理解できる。 

 並列回路のアドミタンスについて

理解している。 

 共振について、回路の周波数特

性を理解している。 

 交流の実効値および平均値の概

念を考察し表現できる。 

 ＲＬＣの働きおよび直列および並

列回路の働きについてベクトル図

を用いて推論し表現できる。 

 交流電力が直流電力と異なり、力

率が関係することを推論し表現で

きる。 

 複素数とベクトルの関係、複素数

とベクトルによるＶ、Ｉ、Ｚの関係を考

察し、理解している。 

 直列、および並列回路における

電圧、電流の記号法を理解し、計

算することができる。また、インピー

ダンスとアドミタンスの関係を考察

し表現できる。 

 交流回路の波形、実効値と平均値

などについて、理解を深めようと主体

的に学習に取り組んでいる。 

 ＲＬＣ回路の電流の表し方、直列お

よび並列回路の電流の表し方などに

ついて、理解を深めようと主体的に

学習に取り組んでいる。 

 交流の電力と力率、皮相電力、有

効電力、無効電力などについて、理

解を深めようと主体的に学習に取り

組んでいる。 

 記号法によるインピーダンスとアドミ

タンス、回路における電流とインピー

ダンス、並列回路のアドミタンスなど

について、理解を深めようと主体的に

学習に取り組み、理解できている。 

習得する 正弦波交流の瞬時値、実効値、位  交流の実効値および平均値の概  交流回路の波形、実効値と平均値



（わかる） 相について理解している。 

 ＲＬＣ回路、直列回路の働きを理

解し、電圧、電流の関係をベクトル

で表すことができる。 

 皮相電力、有効電力、無効電力

の概念とそれらの関係を理解して

いる。 

 複素数の四則演算を行い計算が

できる。 

 ＲＬＣ回路、直列回路における電

圧と電流の複素数の関係をベクト

ルで表すことができる。 

念を考察し表現できる。 

 ＲＬＣの働きおよび直列および並

列回路の働きについて理解し表現

できる。 

 交流電力が直流電力と異なり、力

率が関係することを推論し表現で

きる。 

 複素数とベクトルの関係、複素数

とベクトルによるＶ、Ｉ、Ｚの関係を考

察し表現できる。 

などについて、理解を深めようと学習

に取り組んでいる。 

 ＲＬＣ回路の電流の表し方、直列回

路の電流の表し方について、理解を

深めようと学習に取り組んでいる。 

 交流の電力と力率などについて、

理解を深めようと学習に取り組んで

いる。 

 複素数の四則演算、正弦波交流と

複素数の対応などについて、理解を

深めようと学習に取り組んでいる。 

 直列回路のインピーダンス、電圧、

電流などについて、理解を深めようと

学習に取り組んでいる。 

 

３．静電気 

評価の観点 知識 技術 思考力 判断力 表現力 主体的に取り組む態度 

評
価
規
準 

活用できる 

（できる） 

 静電現象、電気力線を理解し、

静電気のクーロンの法則を計算す

ることができる。 

 平行板コンデンサの静電容量の

意味を理解し、合成静電容量を求

めることができる。 

 電気力線の性質を理解し活用す

ることができる。クーロンの法則によ

り静電力を求めることができる。 

 平行板コンデンサの静電容量

は、金属板の面積と間隔にかかわ

ることを推論し表現できる。 

 静電現象や電荷と電界の関係など

について、理解を深めようと主体的に

学習に取り組んでいる。 

 平行板コンデンサ、コンデンサの接

続などについて、理解を深めようと主

体的に学習に取り組んでいる。 

習得する 

（わかる） 

 静電現象、電気力線を理解し、

静電気のクーロンの法則を理解し

ている。 

 平行板コンデンサの静電容量の

意味を理解している。 

 電気力線の性質を理解してい

る。クーロンの法則による静電力が

働くことを理解できる。 

 平行板コンデンサの静電容量を

計算することができる。 

 静電現象や電荷と電界の関係など

について、理解を深めようと学習に取

り組んでいる。 

 平行板コンデンサ、コンデンサの接

続などについて、理解を深めようと学

習に取り組んでいる。 

 

４．磁気 

評価の観点 知識 技術 思考力 判断力 表現力 主体的に取り組む態度 

評
価
規
準 

活用できる 

（できる） 

 磁界に働く力、磁界の強さ、電流

による磁界の発生を理解し、大きさ

を求めることができる。 

 磁界中の電流に働く力を理解し、

力の向きをフレミングの左手の法則

で求めることができる。 

 磁気回路を理解し活用することが

できる。 

 電磁誘導を理解し、フレミングの

右手の法則による向きと誘導起電

 電流が流れると磁界が生じ、磁界

は磁力線や磁束によって表される

ことなどを考察し表現できる。 

 電流と磁力線の関係から電磁力

の向きを考察し表現できる。 

 磁気回路を電気回路に対応させ

て推論し表現することができる。 

 導体の運動と誘導起電力の関係

を考察し表現できる。 

 インダクタンスについて、その性

 磁気現象や電線に流れる電流によ

り生じる磁界の方向や大きさについ

て、理解を深めようと主体的に学習

に取り組んでいる。 

 磁界中の電流に働く電磁力の方向

や大きさについて、理解を深めようと

主体的に学習に取り組んでいる。 

 磁性体の種類や性質について理

解を深めようと主体的に学習に取り

組んでいる。 



力の大きさを求めることができる。 

 自己インダクタンスと相互インダク

タンスの意味を理解し、コイルやコ

イル間に生じる誘導起電力を求め

ることができる。 

質を理解し、回路に関係することを

推論し表現できる。 

 電磁誘導による起電力の発生につ

いて、理解を深めようと主体的に学

習に取り組んでいる。 

習得する 

（わかる） 

 磁界に働く力、磁界の強さ、電流

による磁界の発生を理解している。 

 電磁力、フレミングの左手の法則

について理解している。 

 電磁誘導、フレミングの右手の法

則を理解している。 

 自己インダクタンスと相互インダク

タンスを理解している。 

 磁界は磁力線や磁束によって表

されることを示すことができる。 

 電流と磁力線の関係から電磁力

の向きを表すことができる。 

 誘導起電力の関係を表現でき

る。 

 磁気現象や電流により生じる磁界

の方向や大きさについて、理解を深

めようと取り組んでいる。 

 磁界中の電流に働く電磁力の方向

や大きさについて、理解を深めようと

学習に取り組んでいる。 

 電磁誘導による起電力の発生につ

いて、理解を深めようと学習に取り組

んでいる。 

 

５．配電理論 

評価の観点 知識 技術 思考力 判断力 表現力 主体的に取り組む態度 

評
価
規
準 

活用できる 

（できる） 

 需要率、不等率、負荷率などの

公式の意味を理解し、それぞれを

計算することができる。 

 日負荷曲線から平均需要電力を

計算できる。 

 配電線路の電圧降下率、電圧変

動率を求めることができる。 

 力率改善に必要なコンデンサ容

量の算出ができる。 

 各種の低圧配電線路の特徴につ

いて考察したことを的確に発表でき

る。 

 需要率、不等率、負荷率につい

て正しく説明ができる。 

 力率が改善されると電力損失が

減少することを考察し、発表でき

る。 

 配電線路の構成、供給設備容量、

架空配電線路、地中配電線路など

に関心をもち、主体的に学習に取り

組むことができる。 

 配電線路の電圧調整、電力損失と

力率の改善、進相コンデンサの所要

容量の計算などに関心をもち、自ら

学ぶ態度で学習に取り組むことがで

きる。 

習得する 

（わかる） 

 需要率、不等率、負荷率などを

理解している。 

 配電線路の電圧降下を求めるこ

とができる。 

 力率改善にコンデンサが必要で

あることを理解している。 

 低圧配電線路の特徴について考

察したことを発表できる。 

 需要率、不等率、負荷率につい

て簡単に説明ができる。 

 力率が改善されると電力損失が

減少することを理解し、説明でき

る。 

 配電線路の構成、架空配電線路な

どに関心をもち、学習に取り組むこと

ができる。 

 配電線路の電圧降下、電力損失な

どに関心をもち、学習に取り組むこと

ができる。 

 


